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会社概要

１．商 号 NECファシリティーズ株式会社
（英文商号 NEC Facilities, Ltd.)

２．設 ⽴ 1966年12⽉26日
３．売上高 ８５６億円（2015年度）
４．代表者 代表取締役執⾏役員社⻑ 辻 登志夫
５．社員数 1,５４３名（2016年4⽉1日現在）
６．資本⾦ 2.4億円
７．株 主 日本電気株式会社100％

営繕⼯務・施設・設備管理・環境分析・建設・⼯事・不動産・ビル管理
・警備・損害保険事業をＮＥＣから機能移管され設⽴した会社
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ＮＥＣファシリティーズ株式会社 事業紹介
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蓄積した経験とスケールメリットをお客様へご提供

現 場 ⼒
確実性 迅速性

安全性

満足度

効率性

内販ビジネス
ＮＥＣグループへの貢献

維持・拡大

ＮＥＣグループの運用実績で蓄積した
技術力・ノウハウやスケールメリットを活かす

外部市場での経験を蓄積し、技術力・ノウハウや
スケールメリットを維持・拡大

外販ビジネス
最適ソリューション

をご提案

・高付加価値の提供
・グループ内ワンストップ

サービスの追求
・経費削減への貢献
・技術⼒・ノウハウの継承
・スケールメリットの維持・拡大

・高付加価値のご提供
（安全・安⼼・効率・公平）

・各種サービスのワンストップ
サービスのご提供

・スケールメリットの還元
・技術⼒・ノウハウの伝承

Ｗｉｎ－Ｗｉｎ－Ｗｉｎの関係構築
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■名 称 ：日本電気本社ビル
（ＮＥＣスーパータワー）

■所 在 地 ：東京都港区芝５丁目７番１号
■敷地面積 ： 21,190㎡
■建築面積 ： 6,370㎡
■延床面積 ： 145,100㎡
■容 積 率 ：特定街区指定 600％
■建物用途 ：事務所
■階 数 ：地下４階 地上43階 塔屋１階
■建物高さ ：180m
■竣 工 ：1990年（平成2年）1月31日
■設 計 ：日建設計
■施 工 者 ：⿅島建設、⼤林組

日本電気本社ビルの概要
本Ｆ5-7Ｈ14-本001

竣工後２６年を経過
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日本電気本社ビルの特徴

③

③

③ ③

② ②

①①

③三つの異なるタイプの
オフィス

①ビル風対策としての取り組み

②低層部のアトリウム

・ビルの形状と開口部
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エネルギーセンター（ビルの⼼臓部）
主な設備一覧
・特高変電所（66千Vループ受電）
・冷凍機群（８基）
・ボイラ（⼩型貫流５台）
・上水受水槽（250m3）
・蓄熱槽（3,800m3）
・非常用発電機（1,500KVA×2基）
・消防用ポンプ類
・コンプレッサー設備
・熱交換器
・中水設備
・その他熱源補機類
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日本電気本社ビルの設計コンセプトと受賞履歴
本Ｆ5-7Ｈ14-本001

設計コンセプト
①新しいランドマークタワー

1）1980年代「創⽴90周年」の記念事業として日本電気発祥の地である港区芝に建設計画。
2）東京の新しいランドマーク。

②最新のインテリジェントビル
1）「環境」を掲げた21世紀の超高層インテリジェントビル。
2）「快適」「高機能」を有するオフィス環境を根本から検討。
3）「質の高い電⼒供給」「省エネルギー」などビルファシリティの「質の向上」を目指す。

1990年度 最優秀先端事業所賞
NECスーパータワー

1990年度 第11回緑の都市賞建設⼤臣賞

1991年度 BCS賞

1991年度 日経ニューオフィス賞

1991年度 第4回住宅･建築省ｴﾈﾙｷﾞｰ機構
理事賞(事務所ビル部門) 

1992年度 第30回学会賞技術賞
(建築設備部門)

2009年度 関東地区電気使用合理化最優秀賞

2010年度 平成22年度
関東経済産業局⻑賞受賞
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CO2削減推進体制

技術管理者
ＮＥＣファシリティーズ㈱

ＦＭ部⽥町ビル管理センター⻑

※対策推進の統括責任者

※特定テナントとの温暖化対策の
推進に向けた協議を⾏う。

※特定テナントの協⼒を取りまとめ、
計画書作成。対策実施を推進する。

推進員(ビル保守管理会社)
ＮＥＣファシリティーズ㈱
ＮＥＣ本社ビル管理センター⻑
ＦＭ事業部施設管理部⻑

推進員(特定テナント)
日本電気株式会社

総務部不動産管理部⻑

※統括管理者に対して
技術的な助言を
継続的に⾏う。

統括管理者（委員⻑）

エネルギー管理推進責任者

オーナー
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ＣＯ2排出量年度別推移[基準排出量⽐]
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主な対策事例一覧

① 高効率型冷凍機への更新 と管理
② ボイラの更新、圧⼒調整と保温
③ 断熱材（エコクロスジャケット）の活用
④ 高効率モータ導入
⑤ 照明器具の更新と照度管理
⑥ ＦＭ基幹システムの活用
⑦ ＣＯ２の⾒える化
⑧ 階段照明の照度 および 点灯抑制
⑨ 消灯管理 と 蛍光灯の間引
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具体的な事例紹介①

①高効率型ターボ冷凍機の導⼊
・最も省電⼒、ＣＯＰ等を加味し機種を選定

� 高効率型冷凍機への更新と管理

【 冷凍機 】 【 冷却塔 】

②付帯機器（クーリングタワー）の更新
・高効率モータ、省エネベルトの採用

③機器運転管理の徹底
・高効率の冷凍機をメインに運転計画⽴案と実施
・クーリングタワー清掃（6回/年）

設備投資 運 用

2014年 更新
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具体的な事例紹介②

①高効率型への更新
・炉筒煙管から⼩型貫流へ

� ボイラの更新、圧⼒調整と保温

【 貫流ボイラ（高効率タイプ） 】 【 保温（エコクロスジャケット） 】

②最低圧⼒で運用（0.98Ｍpaから0.49Ｍpa） → ガス使用量削減

・必要蒸気圧に合わせた運用

③配管類の保温（エコクロスジャケット） → 放熱防止

・断熱性能の高いものへ取り替え

設備投資 運 用

2007年 更新
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具体的な事例紹介③

ホワイトグラスウール採用

一般グラスウール
（熱伝導率0.045）

当社採用ホワイトグラスウール
（熱伝導率0.0298）

弊社仕様【耐熱ひも採用】
従来品

＊耐熱ひも
外装材と同じ材質
さらにステンレス混紡糸で縫製

高断熱！

・大きな省エネルギー効果

・脱着が可能メンテフリー

・作業環境改善（火傷防止）

・無用な廃棄物なし

・特注品への対応可

耐熱ひも

設備投資

特 徴

� 断熱材（エコクロスジャケット）の活用

弊社 自社商品
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エコクロスジャケットの活用例
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具体的な事例紹介④

①プレミアム効率モータ（ＩＥ３）へ随時更新
給水ポンプ、空調機（ファン）を更新
・省エネ法（トップランナー制度）施⾏前に導⼊実施済み

� 高効率モータの導入

【給水ポンプ】 【空調機】

②運転時間管理の適正化
・BEMSスケジュール管理による運転時間の適正化
・必要最⼩限の運転

設備投資 運 用

2014年 更新



19 © NEC Corporation 2016

具体的な事例紹介⑤

①ＦＬＲからＨｆ化へ移⾏
・2007年から開始 90％完了

� 照明器具更新と照度管理

【通路照明】 【事務所照明】

③人感センサー化（トイレ、給湯室）
・ビル内すべてセンサー化実施

②ＬＥＤ化推進中
・進捗状況 2０％

④照度管理
・定期的な測定実施（500Lx）

設備投資 運 用
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ＩＣＴ（携帯情報端末、クラウド、データ処理）を活用し、ビル・工場の施設管理
により高い 「信頼性」 と 「効率化」 を付加するマネジメント管理ツール

具体的な事例紹介⑥ 運 用

� ＦＭ基幹システムの活用
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具体的な事例紹介⑦

①日々の使用量を、朝礼にて発表
②１ヶ月間の推移を、職場内へ掲示
③お客様へ、１日の使用量を報告

従業員へのCO2削減目標の周知、目標に対する進捗状況の確認

【社内イントラネットにて電⼒使用量も確認可】

【CO2排出量管理表】

� ＣＯ２の⾒える化

【99％以上到達時のアクション ＝ 節電強化】
１．通知・放送などによる節電強化を呼びかけ
２．節電⾏動の強化・再徹底
・不要不急の節電停止、消灯、停止可能空調の停止、室温再確認
３．節電パトロール

運 用
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具体的な事例紹介⑧

①階段人感センサー減光型 → １００％照度から最低の２５％照度へ
・センサーへカバー取り付けにて常時最低照度を維持
・「節電中」の表示を⾏うことにより節電意識向上

←遮蔽板

【階段照明】 【自販機照明】

� 階段照明の照度および点灯時間抑制

②感知範囲抑制および点灯時間の変更 → ３分から１０秒へ変更
・センサーへ遮蔽板取付で感知場所を限定、点灯時間の短縮

↓遮蔽板

運 用
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具体的な事例紹介⑨

②蛍光灯の間引き
・事務所フロア・共用部の蛍光灯4,500本を間引き

高効率照明器具

ブラインド制御

陽光センサー

太陽光

直射日光
は遮る

明るさセンサー
明るさは

取り⼊れる 窓からの明るさを取り⼊れ
照明の明るさを絞る
５００Lｘに自動調整

� 消灯管理と蛍光灯間引き
【フロア24分割スイッチ】

③常時室内照度５００Lxへ統一
・陽光センサー+ブラインド制御+照度センサーの組み合わせ

①フロア一⻫消灯
・残業時間19:00と22:00に一⻫消灯実施し

必要箇所のみ点灯

運 用
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今後の取組（まとめ）

・高圧トランス更新（２６台）・・トップランナー型
・高圧分岐盤部品類更新（１９面）・計量メータ増設
・冷凍機用冷却塔更新（１台）・・・省エネタイプ
・コンプレッサー更新（２台）・・・高効率タイプ

◆ビル管理としての運用面
・５Ｓ、カイゼン活動を通じて省エネ提案の継続
・省エネチューニングの更なる継続
・設備更新への助⾔、提案等
・ＦＭ基幹システムを活用した更なる効率化

引き続き、地球環境に配慮した活動を継続し、
排出量削減へ向けて努⼒いたします。

◆設備類更新（2016年度・設備更新計画）

� ＣＯ２削減へ向けた今後の取組



御清聴ありがとうございました。

本件への問合わせ先
NECファシリティーズ株式会社

山 崎
ＴＥＬ ：０３―３７９８―９２２２
Ｅメール：k-yamazaki＠pi.jp.nec.com


